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平成２４年度第２回河南町入札監視委員会 議事概要 

開催日時 平成 25 年 2 月 26 日（火）13 時 30 分から 15 時 10 分 

開催場所 河南町役場庁舎 2階庁議室 

出 席 者 

委員 3名 

副町長、総務部長、総合政策部長、まち創造部長・育部理事、出納室長、契約検

査室長、上下水道課長、契約検査室職員 2名 

 

議事概要 

平成 24 年度第 2回河南町入札監視委員会の概要は、次のとおりです。 

 

１．指名停止措置の運用状況について 

平成 24年 8月 1日から 12月 31日までの 6件の指名停止措置について事務局か

ら報告がありました。 

 ⑴ 主な質問及び意見 

 ・②の案件、代表者の交代の手続はどのようにすればよかったのか。交代は入

札日の直前等も考えられるが。 

 （回答）この場合、開札までに代表者交代の手続きをとるべきであった。 

交代が直前の場合、役員会の議事録等で確認するなど、ケースバイケースの

対応となる。個人ではなかなか難しいが、法人の場合、代表権のあるものが

複数いる場合はすぐに変更手続をとることも可能であり、事業者としてのリ

スク管理の問題と考える。 

 

２．談合情報等の処理状況について 

平成 24 年 8 月 1日から 12 月 31 日までの間に談合情報はありませんでした。 

 

３．入札・契約状況及び抽出事案について 

平成 24年 8月 1日から 12月 31日までの 5ヶ月間に本町が契約締結した 130万

円を超える工事、50 万円を超える委託及び 80 万円を超える物品購入の入札・契約

状況の報告があり、対象契約案件 64 件の中から任意抽出された次の 4件の概要、

入札の経緯、落札者の決定等について契約検査室及び担当部局より説明し、審議

が行われました。 

⑴ 抽出事案 

①-1 河南町立中央保育園地震補強工事 （不調） 

①-2 河南町立中央保育園地震補強工事 （契約金額 17,850,000 円） 

②汚水実施設計委託２４－公１工区 （契約金額  1,676,850 円） 

③公金収納に係る口座振替データ集中（分割統合）業務委託（単価契約） 

     （契約金額  4,882,500 円） 

④寺田池ハザードマップ作成委託業務 （契約金額  2,625,000 円） 

 

⑵ 主な質問及び意見 
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①-1、①-2 の抽出事案について 

・応札者が２者となっており、この少なさをどのようにとらえるのか 

 （回答）積算は国の基準により行っており問題はないと考える。 

  地震補強の場合、他の市町村においても応札者が少ない。補強箇所の改修で

あるので作業量が少なく工種が多いため、利益率が少ないのも原因であると

考える。また、保育園を運営しながらの工事となるため敬遠された感がある。

 ・幼児への配慮は入札公告等に出ているのか。 

 （回答）入札公告には出していないが、仮設計画図を見れば建築業者であれば

分かる。後日、業者から園児対応が非常に難しいという話を聞いている。 

 ・業者は役所に対して何かメッセージがあるのではないか。再々入札で金額を

上げれば応札があった。これは役所側も考えないといけない。 

 （回答）設計の精度を上げるということは常に行わなければいけない。 

  ・応札のあった２者は、再度の入札時に対象を広げた範囲か。 

 （回答）はい。 

結果的には複数工事をまとめてスケールメリットを出す等は考えられるが、

当初からその判断はむずかしい。 

 ②の抽出事案について 

・落札率の低さをどう捉えているのか。 

（回答）近年下水道管渠の設計では落札率が 30％を割っている。人件費の占め

る割合が大きい中でその部分で頑張った結果であると考える。業務内容では

特に問題は起こっていない。積算については国費補助事業であるため、国の

歩掛を使わざるを得ない。 

 ・技術士の報酬として考えると、このような安値で出来るのかとも思う。手抜

き等があるのではないか。最低制限価格の設定が必要かもしれない。 

 （回答）最低制限価格を設定してほしいという声はあります。必要最低限のも

のしか満たさずに業務成果を出してくるケースはあり、叩き合いになってい

る認識はあります。 

 ③の抽出事案について 

・応札額に開きがあるが、金額内訳としてどの部分の価格が低いのか。 

（回答）金融機関と伝送業者向けの月額基本手数料に大きな差があります。 

・伝送サービス手数料は従量制か 

（回答）従量制です。 

落札業者からは他市町村でシェアを奪われたため、河南町で挽回したと聞い

ています。 

④の抽出事案について 

・ため池の堤が決壊するほどの災害なら、他にも被害があると思うが、それは

対象ではないのか。 

（回答）ため池の耐震調査は大阪府において実施しています。この事業はため

池下流域の住民向けの資料作成という事業です。 

・被害想定は市町村区域を超えるが、隣接の市民には周知するのか。 
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 （回答）近隣市危機管理担当部署に業務成果を渡します。 
 ・今後、他のため池でも順次実施するのか。 
 （回答）今回は府内でも初めての事業で、府も町も手探りという感は強いが、

今後も継続していく。 
 

⑶ 審議の結果 

抽出審議した 4 件の案件について、入札及び契約状況は概ね適正な手続で行

なわれたと認められました。 

 

４．委員会による意見の具申又は勧告 

  無し 

 

５．その他 

 特になし 

 

６．問い合わせ先 

 河南町総務部契約検査室 電話番号 0721-93-2500（内線 360・361） 

 

 


